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基本方針２

交通機関の利便性の向上をはかります

基本施策２－１ 公共交通の利用促進

○ 個別施策２－１－１ バス利用環境の整備

１ 取組内容・事業名 担当課

高齢者コインバス事業【本編Ｐ．１８】 長寿福祉課

取組内容・事業の概要

満７０歳以上の高齢者が、市内の路線バスを利用する際、市が交付する資格証

明書を携帯している者に対し、１００円で乗車できるよう助成する。

取組内容・事業の目標

目標達成のための実施内容

広報、新聞、テレビ、ラジオ等の媒体を利用して、交付率の向上を図る。

実施期間 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

○ ○ ○ ○

目標指数／ ５０％ ５５％ ６０％ ６５％

資格証明書

交付率

２ 取組内容・事業名 担当課

バス交通総合改善事業【本編Ｐ．１８】 交通政策課

取組内容・事業の概要

利用者が年々減少し、路線の維持が困難な状況となっている郊外部の不採算路

線の廃止に伴うマイタウン・バスとして、西部線、北部線、南部線、東部線、

笹岡線を運行し、市民の移動手段の確保と充実を図る。

取組内容・事業の目標

高齢化の進行による「交通弱者」の増加や郊外部における不採算バス路線の廃

止に対応するため、市民・事業者等との連携・役割分担のもと、市民の移動手

段の確保と充実を図る。

目標達成のための実施内容

地域住民と協議・調整のうえ、ダイヤ等の見直しを図り、利便性の向上に努め

る。

実施期間 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

○ ○ ○ ○
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目標指数／ ６１，２７７人 ６２，９３１人 ６４，２５３人 ６６，２４４人

マイタウン･

バスにおけ

るコインバ

ス利用者数

３ 取組内容・事業名 担当課

地方バス路線維持対策経費【本編Ｐ．１９】 交通政策課

取組内容・事業の概要

生活バス路線は、日常の市民生活を支える移動手段として重要であることから、

バス事業者に対し運行にかかる経費の一部を補助し、市民の移動手段の確保を

図る。

取組内容・事業の目標

生活バス路線は、日常の市民生活を支える移動手段として重要であり、バス路

線を運行する系統毎の赤字分に対し補助を行い、路線の継続を図る。

目標達成のための実施内容

赤字バス路線に対し補助する。

実施期間 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

○ ○ ○ ○

目標指数／赤字バス路線への補助であり、対象路線や補助金額が変動するため、

目標指数の設定はなし。

４ 取組内容・事業名 担当課

中心市街地循環バス運行事業 【本編Ｐ．１９】 交通政策課

取組内容・事業の概要

秋田駅周辺とエリアなかいちで創出されたにぎわいを中心市街地全体に波及さ

せることで、中心市街地の一体的活性化を図る一助とするため、中心市街地を

循環するバスを運行するものである。

取組内容・事業の目標

秋田駅周辺と中通一丁目地区で創出されたにぎわいを中心市街地全体に波及さ

せること（にぎわいの面的波及効果を見込むもの）。中心市街地循環バス１便

あたりの大人（中学生以上）の乗車人数平均５人以上。

目標達成のための実施内容

ホームページや広報あきた等を積極的に活用したＰＲを継続するとともに、循

環バスのカラーデザインおよび愛称の公募や新たなリーフレットの導入などを

通じ、循環バスの認知度の向上、利用促進を図る。

実施期間 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８
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○ ○ ○ ○

目標指数／ ６人以上 ６人以上 ７人以上 ７人以上

１便あたり

の大人（中

学生以上）

乗車人数

○ 個別施策２－１－２ バス運行システムの整備

１ 取組内容・事業名 担当課

【再掲】バス交通総合改善事業 交通政策課

２ 取組内容・事業名 担当課

【再掲】地方バス路線維持対策経費 交通政策課

○ 個別施策２－１－３ 鉄道の利便性の向上

１ 取組内容・事業名 担当課

泉・外旭川新駅（仮称）整備効果等調査経費 交通政策課

取組内容・事業の概要

泉・外旭川地区への新駅設置に向けて、想定される多様な効果等を検証する。

取組内容・事業の目標

高齢社会を見据えた持続可能な公共交通体系の実現を目指し、鉄道機能の充実

を図る。

目標達成のための実施内容

専門的知見を取り入れて新駅構想の可能性等を検討するための調査を行う。

実施期間 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

○

目標指数／取組内容が調査のため目標指数の設定はなし。

○ 個別施策２－１－４ 交通情報提供の充実

１ 取組内容・事業名 担当課

バス案内サービスの充実 交通政策課

取組内容・事業の概要

簡単な操作でバス乗り場や発車時刻等を表示する情報端末を設置する。

取組内容・事業の目標

公共交通の利便性向上と利用促進を図る。

目標達成のための実施内容
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秋田駅周辺に端末３台（秋田駅中央改札・観光案内所前、アルヴェインフォメ

ーションカウンター横、ぽぽろーど西口２階）を設置するとともに、携帯電話

からの情報取得にも対応できるシステムとする。

実施期間 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

○ ○ ○ ○

目標指数／ ３５５，８１４件 ３５９，３７２件 ３６２，９６６件 ３６６，５９６件

バス案内サ

ービス年間

アクセス件

数
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基本施策２－２ 高齢者の日常移動手段の確保

○ 個別施策２－２－１ 高齢者の安全な移動環境の整備

１ 取組内容・事業名 担当課

障がい者交通費補助事業 障がい福祉課

取組内容・事業の概要

身体・知的障がい児（者）の社会参加促進のため、バス運賃を無料化する。ま

た、在宅重度身体障がい者の通院時タクシー代の一部を助成する。

取組内容・事業の目標

バス運賃の無料化により障がいのある高齢者の社会参加の促進や生活圏の拡大

を図り、同様に高齢在宅重度身体障がい者の通院時タクシー代の一部助成によ

り、福祉の増進を図る。

目標達成のための実施内容

バス：福祉特別乗車証を交付する。タクシー：身体障がい者（通院用）タクシ

ー利用券を交付する。

実施期間 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

○ ○ ○ ○

目標指数／目標指数の設定困難

参考：平成２４年度予算額 １０９，８９２千円

平成２５年度予算額 １０５，７００千円

２ 取組内容・事業名 担当課

移動支援事業【本編Ｐ．１９】 障がい福祉課

取組内容・事業の概要

屋外での移動が困難な障がい者が社会参加などで外出する際の移動の支援を行

う。

取組内容・事業の目標

屋外での移動が困難な障がい者に対して、外出のための支援を行い、地域での

自立生活および社会参加を支援する。

目標達成のための実施内容

屋外での移動が困難な障がい者が社会参加などで外出する際の移動の支援を行

う。

実施期間 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

○ ○ ○ ○

目標指数／ １００％ １００％ １００％ １００％

申請に対す
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る対応率

３ 取組内容・事業名 担当課

秋田市バリアフリー協議会経費【本編Ｐ．１９】 都市計画課

取組内容・事業の概要

秋田市バリアフリー基本構想に基づく事業の進捗状況の確認および事業調整等

を行うため、会議を開催する。

取組内容・事業の目標

基本構想に位置付けた事業の進捗管理および調整等を行うことを目的とした会

議を、概ね年１回程度開催する。

目標達成のための実施内容

会議を概ね年１回程度開催できるよう、事業者から年度ごとの進捗状況につい

て聞き取りするほか、事業の進捗管理を行う。

実施期間 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

○ ○ ○ ○

目標指数／会議を概ね年１回程度開催する。


